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1. 対象機器、試薬

対象機器

Unicel DxH 800, DxH 600 
（LHシリーズ、HmXにおける体腔液測定は測定対象外）

測定試薬、コントロール血球

DxHダイリューエント、DxHセルライズ、体腔液（BF）コントロール

2. 測定原理/方法

TNC 細胞化学法を用いた電気抵抗方式（コールター原理）

RBC 電気抵抗方式（コールター原理）

3. 対象検体

腹水、胸水、心嚢液、CAPD排液、髄液

ベックマンコールターにおける体腔液測定
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測定項目と仕様

測定項目 ：TNC（総有核細胞数）およびRBC（赤血球数）

バックグランド リミット値

TNC ：≦20 （cell /mm3）

RBC ：≦1,000 （cell /mm3）

測定範囲

TNC ：20 ～ 89, 000 （cell/mm3）

RBC ：1,000 ～ 6,200,000 （cell/mm3）

 血球測定からの体腔液測定においては、キャリーオーバーが認められ
る場合があり、必ずバックグランド値を確認する
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・血液検体測定後、BFモードに変更後に希釈液を測定する

性能仕様 : キャリーオーバーテスト
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性能仕様 : 用手法との相関

検体内訳：CSF 28検体, 漿液 105検体, 滑液 14検体 （合計 147検体）
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性能仕様 : 直線性（体腔液：低濃度検体）
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性能仕様 : 直線性（体腔液中濃度検体）
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BF（体腔液）コントロール

濃度 ： 3.5mL x 3レベル x 3本
TNC ： Level 1 110, Level 2 1500,Level 3 70,000 単位（cell/mm3）

RBC ： Level 1 12,000, Level 2 1,700,000, Level 3  5,800,00

保存条件,安定性 ： 2～8℃保存、開封後16日間安定

測定順位 ： キャリーオーバーが認められるため、低濃度から測定を行います.

次検体測定の注意： Level 3 測定後に低濃度検体を測定する場合には
事前に希釈液でのバックグランド測定を行ってください.

精度管理 : BF(体腔液) コントロール測定
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精度管理 : IQAP(施設間精度管理)における日差変動
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精度管理 ：IQAP(施設間精度管理) 集計表
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検体測定における注意事項

・ 体腔液検体

1). 凝集塊が含む検体は不正確な結果を生じる場合があり、凝集塊が認めら

た場合には標準操作手順に従って行ってください.
2). 混和が不十分な検体では、不正確な測定結果を生じる場合があります.
3). 細胞破片が認められた検体では不正確な測定結果を生じる場合があります.
4). 測定結果の判定は病歴や他の検査データなど情報を含めて、総合的に判断

する必要があります.
・ 髄液検体

1). CSF検体では低アルブミン濃度と脂質が細胞溶解を促進させ、マニュアル

カウントの低下を招き、その結果として相関が悪くなる場合があります.
2). 検体の経時変化は、不正確な測定結果となる場合があります.

・ 滑液

1). 脂肪球の存在により、不正確な測定結果を生じる場合があります.
2). 高粘性の滑液は、不正確な測定結果を生じる場合があります.
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BFM％ , BFM# ：単核球細胞分類（比率、細胞数）

BFP％ , BFP# ：多核細胞分類（比率、細胞数）

 体腔液測定において計測された有核細胞は、多核球と単核球に

分類されます. これらの研究用項目はにおける臨床的有用性は、

現在、研究段階でありそれぞれの施設での評価を行っています.

性能仕様 : 研究用項目
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体腔液測定の展開：尿分析装置による体腔液測定

IQ200（Iris, Beckman Coulter, 富士レビオ社国内販売）を用いた体腔

液測定を今後進めていきます. イメージング技術を用いた体腔液中細胞

の分析を行います.

Remove artifacts
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ご清聴ありがとうございました.


